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そば道段位認定会いなべ大会技台L客査会実施姜J藁

(全麺協 初夏位、二段位認定会)

1.趣 旨
「そば」は古くから各地で栽培され食されてきており、今では健康食品や栄養食品として見直されてきています c

また、地域づ<りの核としても取り上げられるなど多くの人に愛され「そば」の評価は高まつており、この大会にお

いて、そば打ちを通して多くの方が「そば」に親しみ、その食文化を理解し生産と消費の拡大を図るなど、地域

活動の一員として、活躍されることを期待するものです。

2.大会の位置付け

この大会は、一般社団法人全麺協 (以 下、「全麺協」という。)が定める「そば道段位認定制度規程」に基づき「初

段位」及び 「二段位」の認定会として実施 しますc

3 主 催
いなべ市蕎麦打ち同好会 「雅」

4.後 援 全麺協

5.開催 日時

令和 6年 11月 23日 (土)初段

令和 6年 11月 23日 (土)二段

午前 8時 50分～午前 11時 00

午後 1時 00分～午後 3時 30
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6.開催場所

二重県いなべ市員弁町楚原 475番地 1 (別添地図)

いなべ市商工会員弁支所 2階

7.受験資格

I初段位】

手打ちそば愛好家で、そば打ちを職業としない方で年齢 13歳以上の方

【二段位】
上記、初段位 と同じ。加えて初段位に認定後 1年度以上経過 してお り、全麺協の個人会員又は、特別

会員の方c

※他会場で受験され不合格となり、本大会実施時点で下記の期間を経過 していない方は、受験できませんc

l)初 段位 2ヶ 月以上、二段位 6ヶ 月以上

2)複 数の 「段位認定会」への重複受験申込みは、禁止されておりますc

8.募集人数

初段位 20名  (23日 午前 2回実施予定)

二段位 20名  (23日 午後 2回実施予定)

※申し込みが募集人数を超えた場合はtl l先着頑としますよ

9。 段位認定基準

全麺協 「そば道段位認定制度規程 第9条 段位認定技能審査基準」によりますc

10.審査員

全麺協公認の審査員5名

11.受験料 。認定料

【受験料】

段  位
受験料 (円 )

個人会員・特別個人会員 非会員

初段位
3,000

651300

3,000

7=(300



′′ (学生 13歳以上 ) t-OЮ 士優Ю

二段位 8,000 受験できません

〃 (学生 13歳以上 ) 4,000 4,000
※ 学生とは、高校生以下とします。
※ 初段位受験料は特例 として、令和 7年 3月 31日 迄は 3,000円 とします。

I認定料】
各段位の審査に合格した方は、上記受験料のほか下記認定料を全麺協に納入することにより、

段位認定証が交付されます。

段  位
認定料 (円 )

個 人会員・特別個人会員 非会員

初段位 5,000 8,000

〃 (学生 13歳以上) 4,000 4,000

二段位 6,000 認定できません

〃 (学生 13歳以上) 4,000 4,000

12.申 込み方法

別紙 「そば道段位認定会いなべ大会技能審査会参加申込書」に必要事項を記入 し提出して下さいc

(申 込書は審査対象ですc)

申込書は、郵送若しくはパソコンメール (PDF)での受付けとさせていただきます。
申込み用紙について参加人員が多い場合は、増す刷 りして利用 して下さい.(所属団体の欄は、全麺協
登録が無くても必ず記入 して下さい)

そば道段位認定会いなべ大会 「技能審査会実施要項」及び「技能審査会参加申込書」については、URL
http//1nabesoba.comに掲載があ りますG

～問い合わせ 。申込み先～

〒511‐ 0211 二重県いなべ市員弁町松名新田 15番地 7

いなべ市蕎麦打ち同好会 「雅」  事務局 伊 町 裕 一

携帯電言舌 090-1416-8429  E-lnail<inabesOba.■1lyabi2023@grnall.corn>

13.申 込み期限

令和 6年 9月 25日 (月 ) 必着 なお、定員にな り次第締め切 りますc

14.受験の可否の通知

令和 6年 10月 中旬に受験の可否及び受墨菱ヒ独L型丑ュ上塾△左迭等について通知いたします。

15。 道具及び必要物品

そば打ち道具については、打ち台 縦 100 cm、 横 110cm、 高さ 75cm、 本鉢外径 54cm(受験者により外径
48cmの本鉢の持ち込み可)、 箭い網目40日 、乾燥防止用袋は主催者が準備いたします。
麺棒、巻き棒、こま板、包丁、まな板、計量カップ、清掃用具、ふきん等は、ご自分の道具を持参 して
下さい。

会場で用意をしていたロージを統一するために蕎麦道具屋さんで市販 されているポリ容器 (28.5× 38.5
×5)初段 1箱 。2段 2箱を持参いただき認定会終了後、ご自分の切った麺をそのまま持ち帰っていた
だきます。ロージを含め、各道具を持参できない方は、認定会場後方に用意 してありますので利用でき
ます。

また、麺台の高さの調整は出来ませんので踏み台で調整 される方は、出場者の方で準備 してください。

16.そ の他

打つたそば及び打ち粉・そばの切り<ずについて、審査終了後に受験者が.∠ ず持ち帰 りを願います

るべく各 でまとめ して下さし


